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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本放送番組と、前記本放送番組に関連付けられ、前記本放送番組よりも先行して配信さ
れる先行配信番組とを受信するデジタル放送受信装置であって、
　前記本放送番組の番組情報と、前記本放送番組に付随する先行配信番組の番組情報とを
取得する番組情報取得手段と、
　前記本放送番組の番組情報と前記先行配信番組の番組情報とにより、前記本放送番組と
前記先行配信番組との差異シーンを判定する差異シーン判定手段と、
　前記差異シーンの情報をユーザに通知する差異シーン情報通知手段と、
　を備えるデジタル放送受信装置。
【請求項２】
　さらに、前記差異シーン判定手段により差異シーンと判定された部分を視聴予約する視
聴予約制御手段を設けたことを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項３】
　さらに、前記差異シーン判定手段により差異シーンと判定された部分を録画予約する録
画予約制御手段を設けたことを特徴とする請求項１または２に記載のデジタル放送受信装
置。
【請求項４】
　さらに、前記先行配信番組の視聴履歴を取得して、前記先行配信番組が視聴済みかを判
断する視聴履歴制御手段を設け、
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　前記差異シーン情報通知手段は、前記先行配信番組が視聴済みであると判断された場合
、前記差異シーンの情報を通知することを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載
のデジタル放送受信装置。
【請求項５】
　前記本放送番組を記録媒体に記録する録画制御手段と、
　前記記録媒体から本放送番組を再生する再生制御手段と、を備え、
　前記再生制御手段は、前記差異シーン判定手段により差異シーンと判定された部分を再
生することを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項６】
　前記本放送番組は、放送波を介して放送され、
　前記先行配信番組は、ネットワークを介して配信されることを特徴とする請求項１乃至
５の何れか一項に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項７】
　前記本放送番組および前記先行配信番組は、ネットワークを介して配信され、
　前記差異シーン判定手段により差異シーンと判定された部分を再生する再生制御手段を
備えることを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項８】
　さらに、前記先行配信番組の視聴履歴を取得する視聴履歴制御手段を設け、
　前記再生制御手段は、前記視聴履歴により前記先行配信番組の未視聴の部分を取得し、
当該先行配信番組の未視聴の部分に対応する前記本放送番組の未視聴の部分を再生するこ
とを特徴とする請求項５または７に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項９】
　さらに、前記先行配信番組の視聴履歴を取得する視聴履歴制御手段を設け、
　前記録画制御手段は、前記視聴履歴により前記先行配信番組の未視聴の部分を取得し、
当該先行配信番組の未視聴の部分に対応する前記本放送番組の未視聴の部分を録画するこ
とを特徴とする請求項５に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項１０】
　本放送番組と、前記本放送番組に関連付けられ、前記本放送番組よりも先行して配信さ
れる先行配信番組とを受信するデジタル放送受信方法であって、
　前記本放送番組の番組情報と、前記本放送番組に付随する先行配信番組の番組情報とを
取得する番組情報取得工程と、
　前記本放送番組の番組情報と前記先行配信番組の番組情報とにより、前記本放送番組と
前記先行配信番組との差異シーンを判定する差異シーン判定工程と、
　前記差異シーンの情報をユーザに通知する差異シーン情報通知工程と、
　を含むデジタル放送受信方法。
【請求項１１】
　さらに、前記差異シーン判定工程により差異シーンと判定された部分を視聴予約する視
聴予約制御工程を含むことを特徴とする請求項１０に記載のデジタル放送受信方法。
【請求項１２】
　さらに、前記差異シーン判定工程により差異シーンと判定された部分を録画予約する録
画予約制御工程を含むことを特徴とする請求項１０または１１に記載のデジタル放送受信
方法。
【請求項１３】
　さらに、前記先行配信番組の視聴履歴を取得して、前記先行配信番組が視聴済みかを判
断する視聴履歴制御工程を含み、
　前記差異シーン情報通知工程では、前記先行配信番組が視聴済みであると判断された場
合、前記差異シーンの情報を通知することを特徴とする請求項１０乃至１２の何れか一項
に記載のデジタル放送受信方法。
【請求項１４】
　前記本放送番組を記録媒体に記録する録画制御工程と、



(3) JP 5284054 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

　前記記録媒体から本放送番組を再生する再生制御工程と、を含み、
　前記再生制御工程では、前記差異シーン判定工程により差異シーンと判定された部分を
再生することを特徴とする請求項１０乃至１３の何れか一項に記載のデジタル放送受信方
法。
【請求項１５】
　前記本放送番組は、放送波を介して放送され、
　前記先行配信番組は、ネットワークを介して配信されることを特徴とする請求項１０乃
至１４の何れか一項に記載のデジタル放送受信方法。
【請求項１６】
　前記本放送番組および前記先行配信番組は、ネットワークを介して配信され、
　前記差異シーン判定工程により差異シーンと判定された部分を再生する再生制御工程を
含むことを特徴とする請求項１０に記載のデジタル放送受信方法。
【請求項１７】
　さらに、前記先行配信番組の視聴履歴を取得する視聴履歴制御工程を含み、
　前記再生制御工程は、前記視聴履歴により前記先行配信番組の未視聴の部分を取得し、
当該先行配信番組の未視聴の部分に対応する前記本放送番組の未視聴の部分を再生するこ
とを特徴とする請求項１４または１６に記載のデジタル放送受信方法。
【請求項１８】
　さらに、前記先行配信番組の視聴履歴を取得する視聴履歴制御工程を含み、
　前記録画制御工程では、前記視聴履歴により前記先行配信番組の未視聴の部分を取得し
、当該先行配信番組の未視聴の部分に対応する前記本放送番組の未視聴の部分を録画する
ことを特徴とする請求項１４に記載のデジタル放送受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本放送番組と、本放送番組に先行して配信される先行配信番組とを受信する
デジタル放送受信装置及びデジタル放送受信方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタル放送が開始され、デジタル放送を受信可能なテレビ（デジタルテレビ）
が普及している。一部のデジタルテレビでは、予め装備されているネットワーク端子を介
してインターネットへの接続が可能となり、ＶＯＤ（Ｖｉｄｅｏ　Ｏｎ　ｄｅｍａｎｄ）
の視聴を行うことができる。ここで、ＶＯＤとは、ユーザが観たいときに様々な映像コン
テンツを視聴することができるサービスのことである。
【０００３】
　また、パーソナルコンピュータ（以下、パソコンと略称する）や携帯電話のインターネ
ットへの接続サービスを利用して、発売前のＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）やゲーム
ソフトを先行配信するサービスが増えつつある。また、放送番組よりも前にインターネッ
トのストリーミングサイトで番組を先行配信するサービスも増えつつある。今後、デジタ
ルテレビでも地上波で放送される番組よりも時間的に先行した番組を配信する先行配信サ
ービスが普及することが想定される。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、提供日時が予め決められているテレビ番組などのようなコン
テンツデータを提供日時よりも前や後にユーザに提供できるようなコンテンツ提供サービ
ス装置が開示されている。
【０００５】
　また、特許文献２には、先行配信サービスにおいて、先行して配信される番組（先行配
信番組）がどのように提供されるかをテレビの電子番組表上に表示する方法が開示されて
いる。表示される項目としては、ストリーミングやダウンロードによって提供されるか、
先行配信番組と紐付けられている通常の放送番組（本放送番組）前に提供されるか、提供
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開始日時はいつか、番組提供により生じる料金はいくらか、などがある。
【０００６】
　また、特許文献３には、テレビ放送を録画しながらリアルタイム視聴した場合に、その
再生時に視聴済み部分を特定してそれに応じた処理を実行できるテレビ放送受信装置が開
示されている。
【０００７】
　さらに、特許文献４には、録画した番組の録画画質に満足できない場合、再放送を高画
質で録画し直して低画質の録画済み番組データを削除する情報記録再生方法が開示されて
いる。
【特許文献１】特開２００２―０５６２０３号公報
【特許文献２】特開２００３―０８７７５１号公報
【特許文献３】特開２００８―０７２５４２号公報
【特許文献４】特開２００１―２７５０７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、このような先行配信番組サービスでは、先行配信番組の番組内容を、本放送
番組の一部とし、先行配信番組を配信した後に、本放送番組により全ての内容の番組を放
送することにより、本放送番組の視聴率を向上させることが考えられる。このようなサー
ビスを行うと、ユーザは、本放送番組を視聴する際に、先行配信番組で配信していない差
異シーンからの視聴を要望するものと思われる。
【０００９】
　しかし、先行技術１～４の技術を含めた従来の技術では、ユーザは本放送番組から先行
配信番組では配信していなかった、未視聴部分、すなわち、前記差異シーンの有無とその
内容を知ることができないという問題がある。また、差異シーンの位置を容易に探し出す
ことができないという問題もある。
【００１０】
　そこで、本発明は、先行配信番組と本放送番組との差異シーンの情報をユーザに通知で
きるようにするデジタル放送受信装置及びデジタル放送受信方法を提供することを主たる
目的とする。
　また、本発明は、通知した差異シーンからの録画、再生、及びその予約を可能とするデ
ジタル放送受信装置及びデジタル放送受信方法を提供することを他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一実施形態のデジタル放送受信装置は、本放送番組と、前記本放送番組に関連
付けられ、前記本放送番組よりも先行して配信される先行配信番組とを受信するデジタル
放送受信装置であって、前記本放送番組の番組情報と、前記本放送番組に付随する先行配
信番組の番組情報とを取得する番組情報取得手段と、前記本放送番組の番組情報と前記先
行配信番組の番組情報とにより、前記本放送番組と前記先行配信番組との差異シーンを判
定する差異シーン判定手段と、前記差異シーンの情報をユーザに通知する差異シーン情報
通知手段と、を備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、先行配信番組と本放送番組との差異シーンとして判定して、ユーザに
通知している。これにより、ユーザは、先行配信番組に対する本放送番組の差異の内容、
例えば、差異シーンの有無を把握でき、ユーザに対して本放送番組の視聴を促し、視聴率
の向上に寄与することができる。また、本放送番組に対する先行配信番組の差異シーンの
位置、すなわち、差異シーンの開始位置に基づいて視聴、録画、再生及びその予約が可能
なので、ユーザの利便性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１５】
　以下、本発明の実施形態を説明する。なお、本実施形態では、一例として、ＶＯＤサー
ビスにおける先行配信番組では放送番組の前半のみを配信し、本放送番組にて放送番組の
全てを配信する場合について説明する。
【００１６】
（第１の実施形態）
［システム構成］
　図１は本実施形態にかかるデジタル放送受信装置の接続形態を示す概略図である。図１
に示すように、デジタル放送受信装置１００を、イーサネット（登録商標）１０１及びル
ータ１０３を介してインターネット１０４に接続する。これにより、地上波デジタル放送
を受信することができるとともに、インターネット１０４を介してＶＯＤを視聴すること
ができる。また、デジタル放送受信装置１００には必要に応じてコンピュータやプリンタ
等の外部機器１０２をイーサネット（登録商標）１０１を介して接続してもよい。
【００１７】
　図２は本実施形態にかかるデジタル放送受信装置１００の一例を示すブロック図である
。このデジタル放送受信装置１００は、テレビ基本機能と、テレビ拡張機能としてのＶＯ
Ｄ再生機能とを有する。以下、図２を参照してこれらの機能について説明する。
　テレビ基本機能では、まず、アンテナ２００に接続されているチューナ部２０１がデジ
タル放送を受信する。チューナ部２０１は、受信したデジタル放送の信号に対して復調、
誤り訂正等の処理を施し、トランスポートストリームデータ（以下、ＴＳと記す）を生成
する。さらに、生成したＴＳをデスクランブラ２０２に出力する。デスクランブラ２０２
は、受信信号のＴＳに限定受信のスクランブルが施されている場合に、このスクランブル
を解除する。
【００１８】
　データ分離部２０３は、チューナ部２０１から入力された複数チャンネル分の映像デー
タ、音声データ、及び番組情報データ等が時分割多重されているＴＳの中から、リモコン
２２６により指示された放送番組のデータを取り出す。その後、データ分離部２０３は、
取り出した音声データ、映像データ及び番組情報データを、音声デコード部２０４、映像
デコード部２０５、番組情報デコード部２０６にそれぞれ入力する。
【００１９】
　映像デコード部２０５は、データ分離部２０３から入力された映像データに対して、Ｍ
ＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）
等の復号化処理を施し、復号化した映像データを映像処理部２０７に出力する。
　音声デコード部２０４は、データ分離部２０３から入力された音声データに対して復号
化処理を施し、復号化した音声データを、音声制御部２０８に出力する。
【００２０】
　音声制御部２０８は、音声データに対して、Ｄ／Ａ（Ｄｉｇｉｔａｌ／Ａｎａｌｏｇ）
変換処理等を施し、音声出力部２１１に出力する。
　番組情報デコード部２０６は、データ分離部２０３から入力されたＰＳＩ／ＳＩの受信
情報データから所望のデータをデコードする。なお、ＰＳＩとはＰｒｏｇｒａｍ　Ｓｐｅ
ｃｉｆｉｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（番組特定情報）であり、ＳＩとはＳｅｒｖｉｃｅ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（番組配列情報）である。番組情報でコード部２０６は、デコ
ードしたデータを映像処理部２０７、ＵＩ（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）画面構成部
２０９、及び表示制御部２１０に出力する。
【００２１】
　番組情報デコード部２０６でデコードされるＰＳＩ／ＳＩのデータには、主に、ＳＤＴ
、ＥＩＴ、ＴＯＴ等のデータが含まれている。ＳＤＴとは、Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄｅｓｃｒ
ｉｐｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅである。ＥＩＴとは、Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　
Ｔａｂｌｅである。ＴＯＴとは、Ｔｉｍｅ　Ｏｆｆｓｅｔ　Ｔａｂｌｅである。ＳＤＴに
は、放送チャンネルに相当するサービス名、サービス提供者等の情報が含まれている。Ｅ
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ＩＴには、番組に相当するイベント名、イベントの開始時刻、継続時間等に関する情報が
含まれている。ＴＯＴには、現在の日付時刻に関する情報が含まれている。
【００２２】
　映像処理部２０７は、映像デコード部２０５から入力された映像データと、番組情報デ
コード部２０６から入力された番組情報とに基づいて映像調整処理を施し、調整した映像
データを表示制御部２１０に出力する。
　ＵＩ（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）画面構成部２０９は、番組情報デコード部２０
６から入力された番組情報に基づいて、ＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ
Ｐｒｏｇｒａｍ Ｇｕｉｄｅ）などを構成し、表示制御部２１０に出力する。
【００２３】
　表示制御部２１０は、映像処理部２０７、ＵＩ画面構成部２０９から入力された映像デ
ータや画面データをリモコン２２６からの操作に応じて切り替えたり、合成するなどした
りして、映像表示部２１２に出力する。
　映像表示部２１２は、表示解像度、表示色数、リフレッシュレートに適した表示データ
、タイミングに変換して出力表示する。システム制御部２２３は、各構成要素を統括的に
コントロールする。
【００２４】
　システム制御部２２３は、各構成要素を統括的にコントロールする。メモリ管理部２２
４は、システム制御を行う際のメモリ管理を行っている。
　データ放送制御部２２５は、ニュースや天気用法等、番組と共に送信されていく補完デ
ータ放送の制御を行う。
【００２５】
　リモコン２２６は、チャンネルの設定、音量の設定の他、予約録画等、各種の操作コマ
ンドの入力を行う。リモコン２２６からの赤外線光は、受光部２２７で受光され、システ
ム制御部２２３に送られる。
　放送番組情報管理部２３１は、映像情報デコード部２０６でデコードされた番組情報を
取得し、この番組情報を記憶して、番組情報の管理を行う。
【００２６】
　差異シーン制御部２３２は、本放送番組の番組情報と先行番組の番組情報との差異シー
ンの制御を行う。
　先行配信番組制御部２３３は、先行配信番組の番組情報を検出し、取得して、記憶する
と共に、先行配信番組の視聴履歴の制御を行う。
【００２７】
　通信制御部２１３は、インターネット１０４への接続処理を行う。ＶＯＤ再生制御部２
３４は、通信制御部２１３を介してインターネット１０４のＶＯＤサーバ１０５からネッ
トワークを介して配信されるＶＯＤコンテンツデータを、バッファメモリに蓄えながら、
デコード部２０５、２０４へ出力し、ストリーミング制御を行う。
【００２８】
　番組情報提供部２３５は、番組情報デコード部２０６でデコードされた番組情報に基づ
いて、本放送番組の番組情報と、本放送番組に付随する先行配信番組の番組情報とを提供
する。
　予約制御部２４０は、ユーザが指定した放送番組又はユーザが指定した日時の予約処理
を実行する。録画制御部２４１は、映像データ・音声データ等の録画制御を行う。再生制
御部２４２は、外部の記録装置に記録された映像データ・音声データを再生する制御を行
う。
【００２９】
［ＶＯＤ再生機能］
　次に、デジタル放送受信装置１００の拡張機能であるＶＯＤ再生機能について説明する
。
　ＶＯＤ再生機能では、まず、通信制御部２１３を介してデジタル放送受信装置１００を
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インターネット１０４に接続する。ＶＯＤ再生制御部２３４は、ユーザがリモコン２２６
で指定したインターネット１０４上のＶＯＤサーバ（図示せず）のチャンネルからＶＯＤ
コンテンツデータを、通信制御部２１３を介して取得する。
【００３０】
　ＶＯＤ再生制御部２３４は、通信制御部２１３を介してインターネット１０４から配信
されるＶＯＤコンテンツデータをデジタル放送受信装置１００に備えるバッファメモリに
蓄えながら、デコード部２０５、２０４に出力するストリーミング制御を行う。
【００３１】
　映像デコード部２０５に出力されたＶＯＤコンテンツデータは、表示制御部２１０、音
声制御部２０８を経由して、映像表示部２１２と音声出力部２１１とに出力される。これ
により、ユーザは、ＶＯＤサービスにより配信されたデジタル放送を視聴することができ
る。
【００３２】
　図３は、先行配信番組と本放送番組との関係を示す図である。まず、本放送番組に関連
付け（紐付け）した先行配信番組をＶＯＤサーバ（図示せず）によりインターネット１０
４を介して配信し、次に、時間的に送れてデジタル放送により本放送番組を送信する。先
行配信番組は、本放送番組の一部、この実施形態では本放送番組の前半部である。
【００３３】
　図３では、放送開始時刻ｔｓ２から放送終了時刻ｔｅ２まで、番組Ａの本放送番組の放
送が予定されているとすると、番組Ａの本放送番組の前の、時刻ｔｓ１～時刻ｔｅ１で、
番組Ａに関連する先行番組が配信される。
　このように、先行配信番組を本放送番組に関連付けた状態で配信すると、本放送番組の
宣伝になり、視聴率の向上が図れる。また、インターネット１０４を通じて本放送番組の
番組情報の検索が可能となり、本放送番組の番組情報と先行配信番組の番組情報を利用し
た視聴、録画、再生、及びその予約が可能となる。
【００３４】
　なお、ここでは、先行配信番組は、本放送番組の前半部としているが、これに限らず、
本放送番組の後半部分、本放送番組中の中間部分（例えば、アクションシーンの部分やス
トーリーの展開部分）としても良い。また、先行配信番組は、本放送番組中の１つのシー
ンだけでなく、複数のシーンを集めて作成しても良い。
【００３５】
［番組情報取得機能］
　次に、図２、及び図４を参照してデジタル放送受信装置１００が備える放送番組の番組
情報取得機能について説明する。図４は、デジタル放送受信装置１００の放送番組情報管
理部２３１の構成の一例を示す図である。
【００３６】
　図４に示すように、放送番組情報管理部２３１は、番組情報デコード部２０６からデコ
ードされた番組情報を取得する放送番組情報取得部４０１と、放送番組情報取得部４０１
が取得した放送番組の番組情報を記憶する放送番組情報記憶部４０２とを備える。
　図２に示したように、放送番組の番組情報取得機能では、まず、チューナ部２０１がア
ンテナ２００を介してデジタル放送を受信する。チューナ部２０１は、受信したデジタル
放送の信号を、デスクランブラ２０２を介してデータ分離部２０３に入力する。
【００３７】
　チューナ部２０１は、アンテナ２００から入力された信号に対して復調、誤り訂正等の
処理を施し、ＴＳを生成する。
　データ分離部２０３は、多重化されたＴＳから放送番組の番組情報を取り出し、番組情
報デコード部２０６に入力する。番組情報デコード部２０６は、ＰＳＩ／ＳＩのデータを
デコードする。
【００３８】
　番組情報デコード部２０６がデコードした番組情報のＳＩのデータはＥＩＴを含んでお
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り、ＥＩＴは、番組名に相当するイベント名（番組タイトル）や、イベント開始時刻、イ
ベント継続時間、番組の画質や音質に関する情報などを含んでいる。またＰＳＩに含まれ
るＰＭＴ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｍａｐ　Ｔａｂｌｅ）は、字幕に関する情報、ＥＳ（Ｅｌｅ
ｍｅｎｔａｒｙ　Ｓｔｒｅａｍ）の情報、本放送番組に連動するデータ放送の情報などを
含んでいる。
【００３９】
　図４において、放送番組情報管理部２３１は、番組情報デコード部２０６からの放送番
組の番組情報を取得する。また、放送番組情報管理部２３１は、取得した放送番組の番組
情報を、放送番組情報記憶部４０２に記憶し、ＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇ
ｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）表示などにも利用する。
【００４０】
［視聴予約機能］
　次に、図２及び図５を参照してデジタル放送受信装置１００が備える視聴予約機能につ
いて説明する。図２において、リモコン２２６はユーザの操作に対応した視聴予約要求を
出力する。デジタル放送受信装置１００の受光部２２７は、リモコン２２６から出力され
た視聴予約要求の信号を受信し、システム制御部２２３を介して放送番組情報管理部２３
１に入力する。
【００４１】
　予約制御部２４０は、視聴予約要求の信号に基づいてユーザが指定した放送番組又はユ
ーザが指定した日時の視聴を予約する視聴予約処理を実行する。
　図５は、本実施形態かかるデジタル放送受信装置１００の予約制御部２４０の構成の一
例を示す図である。
【００４２】
　視聴予約制御部５０１は、リモコン２２６の視聴予約要求に基づいてユーザが指定した
放送番組の番組情報を、放送番組情報管理部２３１から取得し、これを視聴予約番組記憶
部５０２に視聴予約番組情報として記憶する。
　視聴予約制御部５０１は、放送番組情報管理部２３１から取得した視聴予約番組情報か
らユーザが視聴を希望している番組の開始時刻を取得した後、時間管理部２２１に対して
この番組の開始時刻に予約番組の予約を行わせるタイマー通知を発行する。時間管理部２
２１は、このタイマー通知を視聴予約制御部５０１に通知する通知処理を行う。
【００４３】
　視聴予約制御部５０１は、タイマー通知を参照し、タイマー通知の予約時刻に選局制御
部２２０に対して選局要求を行うことで視聴予約開始動作を実現する。これにより、ユー
ザが希望している日時に、放送番組を視聴することができる。
　なお、視聴予約要求によりユーザの指定した日時とチャンネル情報とを視聴予約制御部
５０１が視聴予約番組情報として視聴予約番組記憶部５０２に記憶するようにしてもよい
。
【００４４】
［録画予約機能］
　次に、図２、及び図５を参照してデジタル放送受信装置１００が備える録画予約機能に
ついて説明する。
　図５において、デジタル放送受信装置１００の録画予約制御部５０３は、リモコン２２
６から出力されたユーザの録画予約要求により、指定された番組（または指定された日時
）の録画予約処理を行う。この場合、録画予約制御部５０３は、時間管理部２２１から現
在の日時を取得する。
【００４５】
　録画予約制御部５０３は、録画予約要求によって指定された放送番組の番組情報を、放
送番組情報管理部２３１から取得し、これを録画予約番組情報として録画予約番組記憶部
５０４に記憶する。録画予約制御部５０３は、放送番組情報管理部２３１から取得した録
画予約番組情報から番組の開始時刻を取得し、時間管理部２２１に対して番組の開始時刻
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でのタイマー通知要求を発行する。
【００４６】
　時間管理部２２１は、タイマー通知を参照し、番組の開始時刻になると録画予約制御部
５０３に対してタイマー通知処理を行う。録画予約制御部５０３は、タイマー通知によっ
て指定された番組の開始時刻に録画制御部２４１に対して録画開始要求処理を行うことで
録画予約開始動作を実現する。録画予約制御部５０３は、タイマー通知を参照し、選局制
御部２２０に対してタイマー通知の予約時間に選局要求を行うことで録画予約開始動作を
実現する。これにより、ユーザの指定した日時に、放送番組を録画することができる。
【００４７】
　なお、録画予約制御部５０３がユーザの録画予約要求により指定された日時とチャンネ
ル情報を録画予約番組情報として録画予約番組記憶部５０４に記憶するようにしてもよい
。
【００４８】
［先行配信番組の番組情報の取得・記憶機能］
　次に、図６、図７及び図８を参照して本放送番組と紐付けられている先行配信番組の番
組情報の取得機能と記憶機能とについて説明する。
　デジタル放送受信装置１００は、図４に示したように放送番組の番組情報取得機能によ
り、放送番組の番組情報を、常時、放送番組情報記憶部４０２に記憶し、更新する。
【００４９】
　図６は、本実施形態かかるデジタル放送受信装置１００の先行配信番組制御部２３３の
構成を示す図である。図６に示すように、先行配信番組制御部２３３は、先行配信番組検
出部６０１、先行配信番組情報取得部６０２、先行配信番組情報記憶部６０３、先行配信
番組視聴履歴制御部６０４を有する。
【００５０】
　図７は、先行配信番組の番組情報の取得機能の一例を示すフローチャートである。先行
配信番組検出部６０１は、図４の放送番組情報記憶部４０２に記憶したそれぞれの放送番
組について、先行配信番組か否かの判定を行うため、放送番組情報記憶部４０２から放送
番組の番組情報を取得する（ステップＳ７０１）。
【００５１】
　次に、先行配信番組検出部６０１が、取得した放送番組の番組情報を参照する。このと
き、先行配信番組検出部６０１は、取得した放送番組の番組情報中に当該放送番組に紐付
けられている先行配信番組の番組情報についての記述を参照する（ステップＳ７０２）。
　ここで先行配信番組の番組情報についての記述には、取得した放送番組に番組情報内に
、当該放送番組に紐付けられた先行配信番組に関する情報が記載される。例えば、番組情
報にリンク記述子が挿入され、このリンク記述子により当該番組に紐付けられた先行配信
番組の番組情報（配信元のＶＯＤサーバのＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
Ｌｏｃａｔｏｒ）、配信開始時刻、配信継続時間等）が記載される。
【００５２】
　先行配信番組情報取得部６０２は、取得した放送番組の番組情報内にその放送番組に紐
付けられた先行配信番組に関する情報が含まれているかどうかを判定する（ステップＳ７
０３）。その情報が存在する場合には、その記述に基づき、先行配信番組の番組情報を取
得する（ステップＳ７０４）。
【００５３】
　図８は先行配信番組の番組情報の取得した後に先行配信番組と先行配信番組の紐付け元
の本放送番組に関して記憶されている番組情報を更新する処理の一例を示すフローチャー
トである。この処理では、先行配信番組情報取得部６０２が取得した先行配信番組の番組
情報を、紐付け元の本放送番組の番組識別情報（放送番組ＩＤ）に付加して先行配信番組
情報記憶部６０３に記憶する（ステップＳ８０１）。
【００５４】
　先行配信番組情報取得部６０２は、当該先行配信番組の番組情報が取得済みあることを
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示すために、放送番組情報記憶部４０２に記憶されている、本放送番組に紐付けられてい
る先行配信番組の番組情報取得済みのフラグをＯＮとする（ステップＳ８０２）。
【００５５】
［先行配信番組の視聴履歴記憶機能］
　次に、図２、図６、及び図１０を参照してデジタル放送受信装置１００が備える、先行
配信番組の視聴履歴記憶機能について説明する。
　図２において、先行配信番組を視聴する場合、ＶＯＤ再生制御部２３４に対してユーザ
がリモコン２２６の操作より先行配信番組の再生指示を入力する。ＶＯＤ再生制御部２３
４は、通信制御部２１３を介してインターネット１０４上のＶＯＤサーバにリモコン２２
６の指示に対応した先行配信番組の配信要求を行う。また、図６におけるＶＯＤ再生制御
部２３４は、ＶＯＤサーバから配信された先行配信番組に対して再生制御処理を行う。ま
た、先行配信番組視聴履歴制御部６０４は、ユーザの指示に対応した先行配信番組の視聴
実行情報（再生実行情報）をＶＯＤ再生制御部２３４から取得する。
【００５６】
　図１０は、先行配信番組の視聴履歴を記憶する視聴履歴記憶処理の一例を示すフローチ
ャートである。まず、図６における先行配信番組視聴履歴制御部６０４が、ＶＯＤ再生制
御部２３４より取得した視聴実行情報から先行配信番組の番組情報を取得する（ステップ
Ｓ１００１）。
【００５７】
　次に、先行配信番組視聴履歴制御部６０４が先行配信番組の番組情報内の視聴済みフラ
グがＯＮ（再生済み）かＯＦＦ（未再生）を判定する（ステップＳ１００２）。視聴済み
フラグがＯＮのときはこの処理を終了する。
　また、視聴済みフラグがＯＦＦのときは、ステップＳ１００３に進んで、先行配信番組
情報記憶部６０３に記憶している先行配信番組の番組情報の視聴済みフラグをＯＮとする
。なお、ステップＳ１００３において、先行配信番組が少しでも再生（視聴）されている
場合は、既に、先行配信番組が視聴されているものとして視聴済みフラグをＯＮとする。
【００５８】
［差異シーンの判定機能］
　次に、図１１、図１２、及び図１３を参照してデジタル放送受信装置１００が備える、
先行配信番組と本放送番組との差異シーン判定機能について説明する。
　図１１は差異シーン制御部と番組情報提供部との関係を示すブロック図である。差異シ
ーン制御部２３２は、先行配信番組と本放送番組の差異シーンを判定するものであり、先
行配信番組の番組情報と本放送番組の番組情報とから先行配信番組に対する本放送番組の
差異シーンを判定するための差異シーン判定部１１０１を有する。
【００５９】
　図１２は、差異シーン判定部１１０１の差異シーンを判定する判定処理の一例を示すフ
ローチャートである。図１１の差異シーン判定部１１０１は、番組情報提供部２３５の先
行配信番組情報提供部９０２から先行配信番組の番組情報を取得する（ステップＳ１２０
１）。
【００６０】
　差異シーン判定部１１０１は、取得した先行配信番組の番組情報の差異シーン付加情報
の記述を参照し（ステップＳ１２０２）、図１３に示すような差異シーン付加情報の記述
（記述子）の有無を判定する（ステップＳ１２０３）。そして、差異シーン付加情報の記
述が有れば、先行配信番組と本放送番組との間に差異シーンが存在すると判断し、差異シ
ーン情報を出力する（ステップＳ１２０４）。また、差異シーン付加情報の記述が無い場
合は、この処理を終了する。
【００６１】
　図１３は先行配信番組の番組情報の記述子の一例である。先行配信番組の番組情報の記
述子には、紐つけ元の本放送番組の番組情報、サービスＩＤ、イベントＩＤを記述する。
また、差異シーン付加情報の記述子に、差異シーンの開始時間、差異シーンの継続時間、
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差異シーンの識別ＩＤ、差異シーンの名称（タイトル）、差異シーンの内容を、差異シー
ン数分、記述する。
【００６２】
［差異シーン情報通知制御］
　図１４、図１５、図１６、図１７、図１８及び図２１を参照してデジタル放送受信装置
１００が備える、先行配信番組と本放送番組との差異シーンの通知制御機能について説明
する。
【００６３】
　図１４は先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報を通知するか否かを設定するた
めの通知設定画面（インターフェィス）の一例である。図１４に示すように、通知設定画
面は、先行配信番組の視聴時に差異シーン情報を通知するか否かを設定する差異シーン情
報の通知設定部１４０１を含む。また、通知設定画面は、本放送番組視聴時に差異シーン
情報を通知するか否かを設定する通知設定部１４０２と、番組情報及びＥＰＧに差異シー
ン情報を通知するか否かを設定する通知設定部１４０３を含む。
【００６４】
　図２１は、本実施形態にかかるデジタル放送受信装置の差異シーン制御部２３２の構成
の一例を示すブロック図である。図２１に示すように、差異シーン制御部２３２は、差異
シーン情報通知設定部２１０１、通知タイミング決定部２１０２、差異シーン情報通知判
定部２１０３、差異シーン情報通知部２１０４、差異シーン情報通知部２１０４、差異シ
ーン判定部１１０１を有する。差異シーン情報通知設定部２１０１により、図１４に示す
ような通知画面が生成され、先行配信番組視聴時、本放送番組視聴時、又はＥＰＧ表示時
に、差異シーンの通知設定画面を表示することができる。
【００６５】
［先行配信番組視聴時に通知する場合］
　図１５は、先行配信番組視聴時に先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報を通知
する通知処理の一例を示すフローチャートである。
　先行配信番組視聴時に先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報をユーザに通知す
る場合、まず、図２１における差異シーン制御部２３２の通知タイミング決定部２１０２
が、先行配信番組視聴検知処理を行う（ステップＳ１５０１）。次に、通知タイミング決
定部２１０２が、先行配信番組の視聴を開始するかどうかを判定する（ステップＳ１５０
２）。
【００６６】
　次に、差異シーン情報通知設定部２１０１から先行配信番組視聴時の差異シーン情報を
通知するか否かの設定情報を取得する（ステップＳ１５０３）。続いて、取得した差異シ
ーン情報を通知するか否かを設定値のＯＮ、ＯＦＦにより判定する（ステップＳ１５０４
）。設定値がＯＮの場合（ＹＥＳ）、差異シーン情報通知判定部２１０３が、差異シーン
判定部１１０１より差異シーン情報を取得する（ステップＳ１５０５）。その後、差異シ
ーン情報通知部２１０４が、取得した差異シーン情報の通知処理を行い、映像表示部２１
２に出力する（ステップＳ１５０６）。
【００６７】
　図１６は図１５にて説明した差異シーン情報の通知処理により、映像表示部２１２に表
示する通知画面の一例である。通知画面には、先行配信番組に対する本放送番組の放送予
定日と、先行配信番組に対する本放送番組の番組内容の差異（相違点）を表示させる。こ
れにより、何時、どのような内容で本放送番組が放送されるかが明確になるとともに、先
行配信番組と本放送番組との差異シーンが明確になる。
【００６８】
［本放送番組視聴時に通知する場合］
　図１７は、本実施形態かかるデジタル放送受信装置１００の本放送番組視聴時に先行配
信番組と本放送番組との差異シーン情報を通知する差異シーン情報通知処理の一例を示す
フローチャートである。
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【００６９】
　本放送番組視聴時に、本放送番組と先行配信番組との差異シーン情報をユーザに通知す
る場合は、まず、図２１における通知タイミング決定部２１０２が、本放送番組検知処理
を行う（ステップＳ１７０１）。次に、通知タイミング決定部２１０２が、本放送番組が
選局されているか否かを検知する（ステップＳ１７０２）。
【００７０】
　本放送番組が選局されている場合は、差異シーン情報通知設定部２１０１から本放送番
組の視聴時の差異シーン情報通知設定情報を取得する（ステップＳ１７０３）。次に、取
得した差異シーン情報通知設定情報の設定値がＯＮ、すなわち、本放送番組視聴時に先行
配信番組との差異シーン情報を通知するか否かの設定値がＯＮか否かを判定する（ステッ
プＳ１７０４）。
【００７１】
　設定値がＯＮの場合、通知タイミング決定部２１０２が、前記番組情報提供部２３５の
本放送番組情報提供部９０１（図９参照）から本放送番組の番組情報を取得する（ステッ
プＳ１７０５）。続いて、本放送番組に紐付けられている先行配信番組の番組情報を、前
記番組情報提供部２３５の先行配信番組情報提供部９０２から取得する（ステップＳ１７
０６）。
【００７２】
　次に、通知タイミング決定部２１０２が、取得した先行配信番組の番組情報から先行配
信番組の視聴履歴フラグがＯＮか否かを判定する（ステップＳ１７０７）。視聴履歴フラ
グがＯＮの場合、差異シーン情報通知判定部２１０３は、先行配信番組が視聴済みである
とみなして、差異シーン判定部１１０１から差異シーン情報を取得する（ステップＳ１７
０８）。その後、差異シーン情報通知部２１０４が、取得した差異シーン情報の通知処理
を行う（ステップＳ１７０９）。
【００７３】
　差異シーン情報通知部２１０４は、参照した先行配信番組の視聴履歴フラグが視聴済み
でない場合、すなわち、視聴履歴フラグがＯＦＦの場合、差異シーン情報の表示通知処理
は行わず、この処理を終了する（ステップＳ１７０７）。また、ステップＳ１７０２にお
いて本放送番組が選局されない場合、ステップＳ１７０４において、視聴履歴フラグがＯ
ＦＦの場合は、ユーザが差異シーン情報を非通知に設定しているものとしてこの処理を終
了する。
【００７４】
　図１８は図１５にて説明した差異シーン情報の通知処理により、本放送番組を視聴する
際に、映像表示部２１２に表示する通知画面の一例である。通知画面には、先行配信番組
に対する本放送番組の番組内容の差異（相違点）、すなわち、差異シーンの有無と差異シ
ーンの内容について表示する。これにより、ユーザは、先行配信番組に対する本放送番組
の差異を明確に知ることができる。
【００７５】
［番組情報及びＥＰＧに差異シーン情報を表示する場合］
　図１９は、本実施形態にかかるデジタル放送受信装置１００の番組情報表示時またはＥ
ＰＧ表示時に先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報を表示する表示処理の一例を
示すフローチャートである。
【００７６】
　この処理では、図２１における通知タイミング決定部２１０２が、番組情報表示・ＥＰ
Ｇ表示検知処理を行う（ステップＳ１９０１）。
　次に、通知タイミング決定部２１０２が、番組情報表示・ＥＰＧ表示の表示を開始する
か否かを判定する（ステップＳ１９０２）。番組情報表示・ＥＰＧ表示の表示を開始する
場合は、通知タイミング決定部２１０２が、差異シーン情報通知設定部２１０１から番組
情報及びＥＰＧ表示時の差異シーン情報通知設定情報を取得する（ステップＳ１９０３）
。
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【００７７】
　続いて、番組情報・ＥＰＧ画面の起動時に差異シーン情報を表示するか否かを、取得し
た差異シーン情報通知の設定値のＯＮ、ＯＦＦにより判定する（ステップＳ１９０４）。
差異シーン情報通知の設定値がＯＦＦの場合は、この表示処理を終了し、ＯＮの場合は、
ステップＳ１９０５に進む。
【００７８】
　ステップＳ１９０５では、差異シーン情報通知判定部２１０３が、差異シーン判定部１
１０１より差異シーン情報を取得する（ステップＳ１９０５）。続いて、差異シーン情報
通知部２１０４が、取得した差異シーン情報の通知処理を行う（ステップＳ１９０６）。
【００７９】
　図２０は、本実施形態かかるデジタル放送受信装置１００の番組情報表示時またはＥＰ
Ｇ表示時に先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報をＥＰＧ表示上に表示させる番
組表の表示画面の一例である。
　番組表は、横軸にチャンネルを、縦軸に時間をとり、これらの交差点に放送番組を表示
する。先行配信番組を伴う本放送番組の場合は、番組タイトルに、先行配信番組が存在す
る旨の放送番組情報を表示する。また、先行配信番組を伴う本放送番組の場合は、先行配
信番組との差異（相違）を示す差異シーン情報を表示する。
【００８０】
［差異シーン予約制御］
　次に、図２２を参照してデジタル放送受信装置１００が備える先行配信番組と本放送番
組との差異シーン録画予約及び視聴予約制御機能について説明する。図２２は、差異シー
ンの録画または視聴予約時に映像表示部２１２に表示する差異シーン情報表示通知画面（
図１６参照）を利用して、録画、視聴の予約を設定するための予約ボタンを配置したＵＩ
画面（インターフェィス）の一例を示す。
【００８１】
　この例では、差異シーン情報表示通知画面に対して、「録画予約」ボタン２２０１、「
視聴予約」ボタン２２０２、及び「予約しない」ボタン２２０３を表示する。「録画予約
」ボタン２２０１は先行配信番組を伴う本放送番組に対して録画を予約するボタンである
。「視聴予約」ボタン２２０２は視聴を予約するボタン、「予約しない」ボタン２２０３
は、予約をキャンセルするボタンである。
【００８２】
［差異シーン録画予約制御］
　前述したように、デジタル放送受信装置１００は、先行配信番組と本放送番組との差異
シーンが存在する場合、先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報通知制御を実行す
る。この時、図２２に示した差異シーン情報表示通知画面（ＵＩ画面）の「録画予約」ボ
タン２２０１を押下すると、差異シーン制御部２３２から予約制御部２４０の録画予約制
御部５０３に差異シーンの情報が送られる。そして、前述のデジタル放送受信装置の録画
予約機能により、差異シーンの開始時刻から終了時刻までの録画を開始することができる
。
【００８３】
［差異シーン視聴予約制御］
　デジタル放送受信装置１００は、先行配信番組と本放送番組との差異シーンが存在する
場合、先行配信番組と本放送番組との差異シーン通知制御機能により差異シーン情報表示
通知処理、すなわち、先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報通知制御を行う。こ
の時、差異シーン情報表示通知画面の「視聴予約」ボタン２２０２を押下すると、差異シ
ーン制御部２３２から予約制御部２４０の視聴予約制御部５０１に差異シーンの情報が送
られる。そして、前述のデジタル放送受信装置１００の視聴予約機能により、ユーザは差
異シーンの開始時刻から終了時刻までの本放送番組の視聴を開始することができる。
【００８４】
（第２の実施形態）
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　上述の第１の実施形態では、本放送の番組を受信する際に、本放送に関連する先行配信
番組がある場合には、その先行配信番組と本放送番組との差異シーンをユーザに知らせ、
また、この差異シーンを録画予約したり、視聴予約したりすることについて説明した。こ
れに対して、この第２の実施形態では、本放送の番組を録画した際に、本放送に関連する
先行配信番組がある場合の処理について説明する。
【００８５】
　先行配信番組との間に差異シーンが存在する本放送番組を録画する場合、図２に示した
録画制御部２４１は、映像データ・音声データと共に、番組情報提供部２３５からの差異
シーン付加情報（図１３参照）を、内蔵ＨＤＤ又は外部機器の記録装置に記録する。デジ
タル放送受信装置１００は、本放送番組を録画した録画コンテンツを、図２に示す再生制
御部２４２により再生する。
【００８６】
［録画した本放送番組の差異シーンからの再生制御処理］
　図２３は、先行配信番組との間に差異シーンが存在する本放送番組を録画し、差異シー
ンから録画コンテンツを再生（視聴）する場合の再生処理（視聴処理）の一例を示すフロ
ーチャートである。
【００８７】
　この処理では、再生制御部２４２が、内蔵ＨＤ又は外部記憶装置の記憶媒体に記録され
ている指定録画コンテンツの映像データ・音声データ・番組情報をデコードする（ステッ
プＳ２３０１）。指定録画コンテンツとは、ユーザが再生を指定した本放送番組のコンテ
ンツである。
【００８８】
　デコードされた映像データ・音声データは、図２に示すように、それぞれ、表示制御部
２１０、音声制御部２０８を経て映像表示部２１２、音声出力部２１１に出力する。
　次に、再生制御部２４２が、デコードされた番組情報から録画時に記録した差異シーン
付加情報を参照する（ステップＳ２３０２）。続いて、デコードされた番組情報に差異シ
ーン付加情報の記述が存在するか否かを判定する（ステップＳ２３０３）。デコードされ
た番組情報に差異シーン付加情報の記述が存在する場合、再生制御部２４２は、差異シー
ンの開始時間として機能し、差異シーン付加情報内の差異シーンの開始時刻を取得する（
ステップＳ２３０４）。なお、本放送番組上の位置によっては、差異シーンの終了時刻も
必要に応じて取得する。次に、差異シーンからの再生開始処理を実行する（ステップＳ２
３０５）。
【００８９】
（第３の実施形態）
　上述の第１及び第２の実施形態では、本放送番組がデジタル放送として説明した。これ
に対して、この実施形態では、本放送番組がＶＯＤの場合について説明する。
　本放送番組がＶＯＤサービスの場合、ＶＯＤ再生制御部２３４が、通信制御部２１３を
介して、インターネット１０４上のＶＯＤサーバから所望のＶＯＤコンテンツデータを取
得し再生処理を行う。この場合には、ＶＯＤのページのＨＴＭＬ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ
　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）やＸＭＬ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　
Ｌａｎｇｕａｇｅ）といった記述文書により、先行配信番組の番組情報を提供する。この
先行配信番組の情報には、図１３で示したような記述と同様に、差異シーンの付加情報の
記述を含めておく。
【００９０】
［本放送番組がＶＯＤサービスにより提供された場合の差異シーンからの再生制御処理］
　図２４は、先行配信番組との間に差異シーンが存在する本放送番組がＶＯＤである場合
、差異シーンから本放送番組の再生理の一例を示すフローチャートである。この再生処理
では、まず、ＶＯＤ再生制御部２３４が、通信制御部２１３を介してＶＯＤサーバから本
放送番組（ＶＯＤコンテンツ）の番組情報を取得する（ステップＳ２４０１）。次に、本
放送番組の番組情報から差異シーン付加情報の記述を参照する。ここでは、ＨＴＭＬやＸ
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ＭＬといった記述文書の内容を解析し、ＶＯＤコンテンツの番組情報から先行配信番組に
対する本放送番組の差異シーン付加情報の記述を参照する（ステップＳ２４０２）。
【００９１】
　次に、差異シーンの存在を示す記述の有無を判定する（ステップＳ２４０３）。差異シ
ーン付加情報に差異シーンの存在を示す記述が存在する場合は、ＶＯＤ再生制御部２３４
が、差異シーンの開始時刻を取得する（ステップＳ２４０４）。なお、差異シーンの終了
時刻を必要に応じて取得する。
【００９２】
　次に、ＶＯＤ再生制御部２３４が、取得した開始時刻に再生開始位置をスキップさせる
スキップ処理を行い（ステップＳ２４０５）、続いて、差異シーンからの再生開始処理を
実行する（ステップＳ２４０６）。
【００９３】
［第４の実施形態］
　上述の第１の実施形態では、差異シーンを録画予約したり、視聴予約したりすることに
ついて説明した。これに対して、この第４の実施形態では、未視聴の部分から、再生制御
が可能である。未視聴制御する処理について、図２、図６、図２５、及び図２６を参照し
て説明する。
【００９４】
　未視聴部分からの再生制御では、先行配信番組に対して差異シーンが存在する本放送番
組を録画した場合、先行配信番組視聴履歴制御部６０４が視聴フラグにより視聴履歴情報
を記憶する。そして、再生制御部２４２は、差異シーンの情報と視聴履歴情報とから未視
聴シーンを取得し、録画した録画コンテンツを未視聴部分から再生制御部２４２により再
生する。
【００９５】
　本放送がＶＯＤの場合、先行配信番組視聴履歴制御部６０４は、ＶＯＤ再生制御部２３
４からユーザのＶＯＤ再生に伴う情報を取得する。先行配信番組視聴履歴制御部６０４は
、取得したＶＯＤ再生に伴う情報から先行配信番組の視聴履歴情報を記憶する。このとき
記憶する視聴履歴情報は、ユーザが視聴した先行配信番組の番組ＩＤ、番組開始時刻、番
組終了時刻、番組視聴開始時刻、番組視聴中断時刻（複数）、番組視聴再開時刻（複数）
、番組視聴終了時刻などである。そして、再生制御部２４２は、差異シーンの情報と視聴
履歴情報とから未視聴シーンを取得し、未視聴シーンにスキップして再生を行う。
【００９６】
［本放送番組を録画した場合の未視聴部分からの再生制御］
　図２５は、本実施形態かかるデジタル放送受信装置１００により差異シーンが存在する
本放送番組を録画した場合、先行放送番組の視聴履歴情報に基づいてユーザの未視聴シー
ンからの再生を行う再生処理の一例を示すフローチャートである。
【００９７】
　まず、再生制御部２４２が、記憶装置としての内蔵ＨＤ（ハードディスク）又は外部記
憶装置の記録媒体に記録されている指定録画コンテンツ、すなわち、ユーザが録画した本
放送番組の録画コンテンツの映像データ、音声データ、及び番組情報を読み出す。そして
、再生制御部２４２は、それぞれ本放送番組の音声データ、映像データ、番組情報をデコ
ードする（ステップＳ２５０１）。
【００９８】
　この後、再生制御部２４２は、デコードした本放送番組の番組情報から、本放送番組の
録画時に記録した差異シーン付加情報を参照する（ステップＳ２５０２）。次に、デコー
ドされた本放送番組の番組情報に差異シーン付加情報の記述が存在するか否かを判定する
（ステップＳ２５０３）。本放送番組の番組情報に差異シーンの付加情報の記述が付加さ
れている場合、再生制御部２４２は、次に、本放送番組に紐付けられている先行配信番組
の番組情報を取得する（ステップＳ２５０４）。
【００９９】
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　次に、再生制御部２４２は、本放送番組の番組情報に付加されている先行配信番組の番
組情報を、先行配信番組視聴履歴制御部６０４に出力することにより、先行配信番組の視
聴履歴情報を取得する（ステップＳ２５０５）。続いて、再生制御部２４２は、取得した
視聴履歴情報からユーザの未視聴シーンの時刻情報を取得し（ステップＳ２５０６）、未
視聴シーンからの再生開始処理を行う（ステップＳ２５０７）。
【０１００】
［本放送番組がＶＯＤの場合の未視聴部分からの再生制御］
　次に、図２、図２６を参照して先行配信番組との間に差異シーンが存在する本放送番組
を、ＶＯＤ機能を利用して再生する場合について説明する。本放送番組がＶＯＤサービス
の場合、ＶＯＤ再生制御部２３４が、通信制御部２１３を介して、インターネット１０４
上のＶＯＤサーバから所望のＶＯＤコンテンツデータ、すなわち、本放送番組を取得して
再生処理を行う。
【０１０１】
　図２６は先行放送番組の視聴履歴情報に基づいてユーザの未視聴シーンから本放送番組
の再生を行う再生処理の一例を示すフローチャートである。ＶＯＤ再生制御部２３４は、
通信制御部２１３を介してＶＯＤサーバから取得されるＨＴＭＬやＸＭＬといった記述文
書から内容を解析してＶＯＤコンテンツの番組情報を取得する（ステップＳ２６０１）。
【０１０２】
　次に、ＶＯＤ再生制御部２３４が、ステップＳ２６０１にて取得した番組情報の差異シ
ーン付加情報の記述を参照する（ステップＳ２６０２）。続いて、取得した番組情報に差
異シーン付加情報の記述が存在するか否かを判定する（Ｓ２６０３）。取得した本放送番
組の番組情報に差異シーン付加情報の記述がある場合は、ＶＯＤ再生制御部２３４が、こ
の本放送番組に紐付けられている先行配信番組の番組情報を取得する（ステップＳ２６０
４）。
【０１０３】
　次に、ＶＯＤ再生制御部２３４が、取得した先行配信番組の番組情報を、先行配信番組
視聴履歴制御部６０４に出力し、先行配信番組の視聴履歴情報を取得する（ステップＳ２
６０５）。ＶＯＤ再生制御部２３４は、取得した視聴履歴情報からユーザの未視聴シーン
の開始時刻情報を取得する（ステップＳ２６０６）。
【０１０４】
　次に、ＶＯＤ再生制御部２３４は、取得した未視聴シーンの開始時刻へのスキップ処理
を行い（ステップＳ２６０７）、続いて未視聴シーンからの再生開始処理を実現する（ス
テップＳ２６０８）。なお、ＶＯＤ再生制御部２３４は、取得した視聴履歴情報（番組視
聴中断時刻（複数）から、未視聴部分のみをスキップ再生することも可能である。
【０１０５】
（変形形態）
　第４の実施形態では、デジタル放送受信装置１００により差異シーンが存在する場合、
先行放送番組の視聴履歴情報に基づいてユーザの未視聴シーンからの再生を行う再生処理
について説明した。なお、デジタル放送受信装置１００により差異シーンが存在する場合
、先行放送番組の視聴履歴情報に基づいてユーザの未視聴シーンからの録画を行う録画処
理につても、同様に実現できる。
【０１０６】
　また、本発明は、課金番組の購入にも適用できる。この場合、先行配信番組、本放送番
組が課金番組であるときにその番組を購入する場合に、差異シーン情報の通知が番組情報
の表示画面及びＥＰＧ表示に表示されるようにする（図１９参照）。
【０１０７】
　以上、説明したように、本発明にかかるデジタル放送受信装置は、先行配信番組の番組
情報と、本放送番組の番組情報とに基づいて先行配信番組に対する本放送番組の差異シー
ンを検知し、この差異シーンを、映像表示部２１２に表示させる。この表示により、ユー
ザは、先行配信番組に対する本放送番組の差異の内容、例えば、差異シーンの有無を把握
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する。これにより、ユーザに対して本放送番組の視聴を促し、視聴率の向上に寄与するこ
とができる。本放送番組に対する先行配信番組の差異シーンの位置、すなわち、差異シー
ンの開始位置に基づいて視聴、録画、再生及びその予約が可能なので、ユーザの利便性が
向上する。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置のシステム構成を示す概略図で
ある。
【図２】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置の一例を示すブロック図である
。
【図３】本発明の実施形態にかかり、先行配信番組と本放送番組との関係を示す図である
。
【図４】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置の放送番組情報管理部の構成の
一例を示す図である。
【図５】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置の予約制御部の構成の一例を示
す図である。
【図６】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置の先行配信番組制御部の構成を
示す図である。
【図７】本発明の実施形態にかかり、先行配信番組の番組情報の取得機能の一例を示すフ
ローチャートである。
【図８】本発明の実施形態にかかり、先行配信番組の番組情報の取得した後に先行配信番
組と先行配信番組の紐付け元の本本放送番組に関して記憶されている番組情報を更新する
処理の一例を示すフローチャートである。
【図９】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置の番組情報提供部の構成を示す
図である。
【図１０】本発明の実施形態にかかり、先行配信番組の視聴履歴を記憶する視聴履歴記憶
処理の一例を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の実施形態にかかり、差異シーン制御部と番組情報提供部との関係を示
すブロック図である。
【図１２】本発明の実施形態にかかり、差異シーン判定部の差異シーンを判定する判定処
理の一例を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の実施形態にかかる先行配信番組の番組情報の記述の一例を示す図であ
る。
【図１４】本発明の実施形態にかかり、先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報を
通知するか否かを設定するための通知設定画面（インターフェィス）の一例を示す図であ
る。
【図１５】先行配信番組視聴時に先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報を通知す
る通知処理の一例を示すフローチャートである。
【図１６】本発明の実施形態にかかり、差異シーン情報の通知処理により、映像表示部に
表示する通知画面の一例を示す図である。
【図１７】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置の本放送番組視聴時に先行配
信番組と本放送番組との差異シーン情報を通知する差異シーン情報通知処理の一例を示す
フローチャートである。
【図１８】本発明の実施形態にかかり、差異シーン情報の通知処理により、本放送番組を
視聴する際に、映像表示部に表示する通知画面の一例を示す図である。
【図１９】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置の番組情報表示時またはＥＰ
Ｇ表示時に先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報を表示する表示処理の一例を示
すフローチャートである。
【図２０】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置の番組情報表示時、ＥＰＧ表
示時に、先行配信番組と本放送番組との差異シーン情報をＥＰＧ表示上に表示させる番組
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【図２１】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置の差異シーン制御部の構成の
一例を示すブロック図である。
【図２２】本発明の実施形態にかかり、差異シーンの録画または視聴予約時に映像表示部
に表示する差異シーン情報表示通知画面を利用して、録画、視聴の予約を設定するための
予約ボタンを配置したＵＩ画面（インターフェィス）の一例を示す図である。
【図２３】本発明の実施形態にかかり、先行配信番組との間に差異シーンが存在する本放
送番組を録画し、差異シーンから録画コンテンツを再生（視聴）する場合の再生処理（視
聴処理）の一例を示すフローチャートである。
【図２４】本発明の実施形態にかかり、先行配信番組との間に差異シーンが存在する本放
送番組がＶＯＤである場合、差異シーンから本放送番組の再生理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図２５】本発明の実施形態にかかるデジタル放送受信装置により差異シーンが存在する
本放送番組を録画した場合、先行放送番組の視聴履歴情報に基づいてユーザの未視聴シー
ンからの再生を行う再生処理の一例を示すフローチャートである。
【図２６】本発明の実施形態にかかり、先行放送番組の視聴履歴情報に基づいてユーザの
未視聴シーンから本放送番組の再生を行う再生処理の一例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１０９】
１００　デジタル放送受信装置
１０４　インターネット
２０６　番組情報デコード部
２３１　番組情報管理部
２３２　差異シーン制御部
２３５　番組情報提供部
２４０　予約制御部
２４１　録画制御部
２４２　再生制御部
４０１　放送番組情報取得部
４０２　放送番組情報記憶部
５０１　視聴予約制御部　
５０２　視聴予約番組記憶部
５０３　録画予約制御部
５０４　録画予約番組記憶部
６０１　先行配信番組検出部
６０２　先行配信番組情報取得部
６０３　先行配信番組情報記憶部
６０４　先行配信番組視聴履歴制御部
９０１　本放送番組情報提供部
９０２　先行配信番組情報提供部
１１０１　差異シーン判定部
２１０４　差異シーン情報通知部
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